
1クールの日数 放射線治療

28　日 ■なし　□あり

投与日

d1-28 ① カボザンチニブ 60mg/日　分1　空腹時

根治切除不能または転移性の腎細胞癌の1次および2次以降の治療として有効性が示されている内服薬による治療法で
す。臨床試験により、従来の血管内皮細胞増殖因子受容体チロシンキナーゼ阻害剤と比較し、有意な治療成績が示され
ており、新たな標準治療のひとつと認められました。ただし、一定の副作用の出現も認められ、必要に応じて減量、休薬
や中止が必要となります。薬剤の特性を理解いただくために、開始に際して数日程度、入院をしていただくこともありま
す。

プロトコール名

腎細胞癌　カボザンチニブ療法

コメント

薬品名（※赤字は抗がん薬）

食事の影響を避けるため、食事の1時間前から食後2時間までの間の服用は避ける。

プロトコールに関する解説
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